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【資料】

Ⅰ．はじめに

　高齢者看護学は，ライフステージの最終段階にある
方が対象である．太田1）は，高齢者の生活全体を捉え
るための視点として「独自の，2 つとない生き方をし
てきた歴史をもつ」「自立と依存のバランス状態にあ
る」「徐々に機能衰退するプロセスにある」「生命へ向
き合う」「その人なりの人生の統合を行う」の 5 点を
提示している．高齢者看護を担う者の多くは，発達段
階で老年期を未だ経験したことはない．それだけに，
高齢者の方々がたどってきた人生の背景，高齢者の多
様性，高齢者を取り巻く環境の理解が重要である．
　2019年12月に発生したCOVID-19の蔓延に伴い，
看護教育で必要不可欠である臨地実習に制限が発生し
実習方法を変更する状況が続いている．看護における
教育機関では，学生の学びを保証するための演習及び
学内実習を実施し，必要な知識・技術の習得に努めて
きた．文部科学省2）は，平成29．30．31年改訂学習
指導要領にて，「主体的・対話的，深い学び」にたっ
た授業改善を行うこと，学校教育における質の高い学
びを実現し，学習内容を深く理解し，資質・能力を身

に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び
続けるようにすることを推奨している．
　辻3）は「現実的な場面の提示ができる」教育効果と
して視聴覚メディア教材があると述べている．また，
阿部4）は，映像教材は人間の感性，感情に訴えること
を得意とする「百聞は一見にしかず」というような多
量の情報を瞬時に伝達する力もある，と述べている．
映像教材の効果である「現実的な場面の提示「人間の
感性，感情への訴え」「多量の情報を瞬時に伝達」を
活用することにより，実際の高齢者の方と対面で接す
る機会は持てなくとも，臨地実習の代替措置の 1 つと
なるのではないかと考える．
　本研究は，視聴覚教材の活用状況及び，視聴覚教材
の分類と視聴時期を概観すること．さらに，看護学生
に対し，視聴覚教材を使用することで，高齢者理解に
どのような効果があるか検討することを目的とした．

Ⅱ．方法

1．用語の定義
　視聴覚教材とは，映画，放送，VTR，映像CD，
DVD等とする．5）

要　　旨
　高齢者看護学は，ライフステージが最終段階にある方が対象であり，たどってきた人生の背景，高齢者の多様性および
取り巻く環境の理解が重要である．COVID-19の蔓延に伴い，実習方法を変更する状況となっている．その代替措置とし
て，視聴覚教材を使用することで高齢者理解にどのような効果があるかを検討した．その結果，調査対象の文献から【統
合的な理解促進】【身近な存在として認識】【高齢者を取り巻く環境の理解】【視聴覚教材活用のメリット】の4つのカテゴ
リーに分類された．≪老年観の深まり≫≪認知症高齢者へのイメージ≫≪高齢者への興味・関心≫≪身近な存在≫≪高齢
者介護の現状理解≫≪練習効果≫≪場面の焦点化≫などのサブカテゴリーに分類された．視聴覚教材活用は，教員のねら
いや活用の工夫によって高齢者理解を促進することが示唆された．
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2．文献検索方法
　対象文献の検索は，コンピューターベースの検索
で行った．2022年 4 月21日に，医中誌，CiNiiのデー
タベースにて「看護教育」「視聴覚教材」「高齢者」を
キーワードとして会議録を除外し検索した．（医中
誌：52件，CiNii：2 件）．検索にて得られた文献のう
ち重複する論文を整理し，視聴覚教材を活用していな
いもの，看護学生を対象としていないものを除外し
た．その結果，対象文献は 9 件だった．

3．分析方法
　上記文献検索方法にそって，以下の 3 段階で分析を
行った．
　第 1 段階では，検索を行った結果から，対象文献の
動向を概観するため，対象文献一覧を作成した．
　第 2 段階では，視聴覚教材の分類と視聴時期を概観す
るため，視聴覚教材の分類・視聴時期を表にまとめた．
　第3段階では，分析対象とした 9 文献から，高齢者
理解を示す記述及び，視聴覚教材の効果を示す結果を
類似性に基づき分類し，表にまとめた．

Ⅲ．結果

１．視聴覚教材の活用状況
　対象文献は計 9 件だった．対象文献の中で最初に発
表されたのが，1993年であり，2005～2015年の間で，
7 件の研究報告がされていた．（表1）．6）7）8）9）19）11）

12）13）14）

２．視聴覚教材の分類と視聴時期
１）視聴覚教材の分類
　対象文献 9 件の分類を表 2 にまとめた．視聴覚教
材の種類は，映画が 2 件，放送が 2 件，VTRが 1 件，
DVDが 4 件だった．視聴覚教材を活用した学習形態
は，講義 6 件，演習3件，だった（表 2）．

２）視聴時期
（１）講義
　祖父母のライフヒストリー聴取後に映画を視聴，

「認知症患者の看護」の単元で映画を視聴，「高齢者の
終末期医療」の単元で放送（ドキュメンタリー）を視
聴した等であった．

（２）演習
　模擬患者（SP）として，生活機能障害を持つ75歳
男性の事例によるコミュニケーション演習に事前学習
としてeラーニングで繰り返し視聴した．老年看護学
演習履修後に，認知症高齢者の日常生活から作成した
映像を視聴した等だった．

３．高齢者理解への効果
　分析対象とした 9 文献から，高齢者理解を示す記述
及び，視聴覚教材の効果を示す結果を類似性に基づき
分類したところ，44コードが抽出され，10個のサブ
カテゴリー，4 個のカテゴリーに分類された．
　分析結果は表 3 に示す．以下，カテゴリーは【】，
サブカテゴリーは≪≫と示す．

表１　対象文献一覧

発表年 文献名 著者名 使用教材 掲載誌名
1 1993 老人理解の学習効果―テレビドラマを用いて― 馬場口他 放送（TVドラマ） 京府医大短紀要

2 2005 視聴覚教材による看護学生の高齢者の日常の捉え方
―視聴後レポートの内容分析から― 根岸他 VTR（筆者らが作成） 老年看護

3 2007 高齢者理解を広げる映画教材の教育効果 古城他 映画「コクーン」
1985年日本上映 新見公立短期大学紀要

4 2011 高齢者を理解するための自作視聴覚教材に対する学生の反応 安川他 DVD（筆者らが作成） 札幌医科大学
保健医療学部紀要

5 2013 認知症高齢者を理解するためのビデオ教材の効果 久木原他 映画「折梅」（2002年上映） インターナショナル
nursing care research

6 2013 老年看護学演習における視聴覚教材活用の効果 葛原他 DVD（筆者らが作成） 産業医科大学誌

7 2014 生活機能に焦点をあてた認知症高齢者の視聴覚教材の作成と
看護過程演習への活用に向けての課題の検討 木島他 DVD（筆者らが作成） 札幌保健科学雑誌

8 2015 看護学生の高齢者理解のための視聴覚教材の評価：
生活史インタビューで構成した試作教材の有用性 浅井他 DVD（筆者らが作成） 獨協医科大学

看護学部紀要
9 2020 高齢者の終末期医療や老衰死についての看護学生の認識 長尾他 放送（ドキュメンタリー） 老年看護学




